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乗る神 司る神 陰陽 吉凶 方位 神　性 比定される神
所主する対象（属性）
金神信仰の享受者









































金神七殺 縁起也」とあり，また「金神者 巨旦大王 
精魂也．七魂遊行而 殺戮南閻浮堤諸衆生．金神 属
位於西方金 宰（ツカサドル）殺害有情之業用．而
金生数故 云金神七殺也」とあり，台密系の修験道
ではこの巨旦将来の条を金神縁起と位置づけ，「能
く此の金神方を謹み敬うを以て，一切の災難を除滅
して，大愚闇を転じて大明徳を蒙らしむ」と弘道し
ていたことがわかる．
〈注16〉『循環暦』巻之初 12丁表，小泉松卓著，享保２年刊
版本，崇高堂・河内屋八兵衛．
〈注17〉『頭書長暦』巻之上 九「金神七殺方」11丁表，14丁
表，小泉松卓著，貞享５年刊，書林鍵屋改版・小森
善左衛門．
〈注18〉渡辺敏夫著『日本の暦』第１編総説，第６章第１節
「金神」79～80頁，雄山閣，1976年11月．
〈注19〉平田篤胤全集第七巻『牛頭天王神辯』339頁，346頁，
名著出版，2001年２月．
〈注20〉仏教大学大学院紀要第33，「『簠簋内伝』の宗教世
界」33～40頁．仏教大学鷹稜文化叢書17，斉藤喜英
著『陰陽道の神々』第４章１「『簠簋内伝』という
謎」161～166頁，思文閣出版，2007年９月．
〈注21〉〈注18〉に同じ．第１編総説，第５章第２節「簠簋に
ついて」50～51頁．
〈注22〉西田長男著『神社の歴史的研究』「祇園牛頭天王縁起
の成立」263頁，塙書房，1966年９月．
〈注23〉村山修一著『日本陰陽道史総説』「鎌倉武家社会の陰
陽道」312頁，324頁，塙書房，1991年４月．
村山修一著『修験・陰陽道と社寺史料』第２部「陰陽
道の日本的展開」５「牛頭天王信仰と修験道」154
～155頁，法蔵館，1997年１月．
〈注24〉中村璋八著『日本陰陽道書の研究』増補版「簠簋内伝
の鈔本について」235頁，2000年１月．
〈注25〉〈注18〉に同じ．第１編総説，第５章第２節「簠簋に
ついて」50頁．
〈注26〉繁田信一著『陰陽師と貴族社会』「法師陰陽師」 104
～123頁，吉川弘文館 2004年２月．
宮家準著『修験道儀礼の研究』第四章「修験道におけ
る運勢と卜占」所収「修験道における吉凶と運勢」
253～254頁，春秋社 1985年７月．
『修験道章疏』第二巻日本大蔵経編纂会編所収 「修
験深秘行法符咒集」巻七「金神除去法」「金神除祈
祷秘事」「趣金神方時咒守」「従金神方来入守内
符」92～94頁，国書刊行会，2000年12月．
荒木博之「盲僧の伝承文芸」156～169頁，講座日本の
民俗宗７　民間宗教文芸所収．
日本庶民生活史料集成第十七巻 民間芸能，五来重氏
解説「盲僧琵琶」109～117頁．
また，天台宗玄清法流地神経の『佛説地神大陀羅尼
経』に「この真言を受持して，昼夜に返呪せば，必
ず，応に加護を被りて，障げ無きに応じ，もし大地
を犯作する事を為す共この五龍王等忿心有事無け
ん，即ち，呪を説いて曰く」とあり，次いで十二月
将を説き，「三月，従魁酉為金神，阿弥陀仏」「四
月，伝送申為金神，得大勢至菩薩」とある．120
頁， 三一書房 1974年９月．
神道大系論説編第九 卜部神道（下）所収『事相方内
傳草案』第九巻第八十七「金神祭加持」234頁，神
道大系編纂会発行，1991年12月．
続日本古典全集『唯一神道行事次第』第四巻「金神祭
大事」411頁，現代思潮社，1980年１月．
〈注27〉村山修一著『修験・陰陽道と社寺史料』第２部「陰陽
道の日本的展開」５「牛頭天王信仰と修験道」154
～155頁，法蔵館，1997年１月．
〈注28〉新訂増補国史大系『交替式・弘仁式・延喜式』前編，
297頁，吉川弘文館，2002年11月
〈注29〉『大日本地名辞書』第二巻，播磨国明石郡「白国」の
条．880頁，富山房，1992年11月．
〈注30〉日本古典文学大系『風土記』所収「播磨国風土記」飾
社会福祉学部研究紀要　第12号
188
磨郡枚野の条，275頁，岩波書店，1967年１月．
〈注31〉〈注27〉参照，『続史料大成』第四十三巻 八坂神社
記録一 「社家記録四」 341頁，臨川書店，1985年
10月．
〈注32〉関西福祉大学研究紀要第11号所収，拙論「正史に登場
する金神信仰」―金神考･その１，95～97頁2008年
３月．
〈注33〉日本庶民生活史料集成 第二十六巻 神社縁起所収
『二十二社式』447頁，「牛頭天王，初メ播磨ノ明
石ノ浦ニ垂跡セリ．広峰ニ移リ，其後北白川東光寺
ニ移リ，其後　人皇五十七代陽成院元慶年中ニ感神
院ニ移ル．託宣ニ曰ク　我天笠祇園精舎守護ノ神
云々」とあり，牛頭天王が祇園の守護神として奉斎
されていたことがわかる．三一書房，1993年６月．
〈注34〉荒木美智雄編著『世界の民衆宗教』所収 デイブィッ
ト･カラスコ論文「コンタクト・ゾーンのジャ
ガー・クリスチャン－アメリカ宗教史の隠された物
語－」19～23頁，ミネルヴァ書房 2004年１月．
〈注35〉小坂眞二著『安倍晴明『占事略決』と陰陽道』所収，
第一部安倍晴明撰『占事略決』―解説編　170～171
頁，2004年11月．
〈注36〉中村璋八著『日本陰陽道書の研究』増補版所収　34～
37頁，2000年１月．
〈注37〉盛田嘉徳著『河原巻物』ものと人間の文化史，90頁，
法政大学出版局 1979年７月．
〈注38〉日本庶民文化史料集成 第一巻所収『備後東城荒神神
楽執行諸記録』の「茶屋神楽神数覚帖」に「金神　
しけつはらひ」「しけはらひ（死気祓い）」の解除
がなされている．599～601頁，三一書房，1974年．
〈注39〉盛田嘉徳著『中世賤民と雑芸能の研究』19頁，雄山閣 
1980年５月．
〈注40〉『中右記』四　永久二年八月条　増補史料大成12　
345頁，臨川角店，1965年８月．
「搦取件犯人也，稱祇薗神人，仍觸本寺別當，全不解
職如何」とある．
〈注41〉群書類従第二十五輯所収『永久元年記』雑部　441
頁，「先先大衆之訴必有奏状．今度祇園神民槫被盗
日記許也」とある．
〈注42〉荒木美智雄「建学の精神とその背後にあるもの」2008
年７月29日，関西福祉大学教職員研修会でのレジ
メ．「金光教祖の出会った神は，それまで誰も知ら
ない神」であり，「社会の構造の中で部分的な役割
を持った神ではなく，宇宙天地人間，世界全体を支
え，難儀な人間を立ち行かせる神，全体的な神」が
金光教祖の出会った神「金神」であるとしている．
〈注43〉〈注26〉参照．
〈注44〉木場明志「民間信仰と金神信仰について」金光教教学
研究所設立50周年 記念講演レジメ，2004年９月．
後に『金光教学』45号所収，2005年９月．
小野光右衛門の稿本（零本）『神道方位考』下巻金光
図書館所蔵・安政３（1856）年書写，五丁裏～六丁
表には，貞享の改暦以降に流布していた「伊勢暦」
と同じ年干を採用し，金神七殺方位のことが説かれ
ていることから，この小野光衛門により教授された
金光大神の金神七殺方については，木場氏の指摘し
た播磨地域を経由した簠簋異説に基づく「京暦」か
らの伝播でないことは明らかである．
〈注45〉日本庶民生活史料集成第十七巻，民間芸能所収『三河
花祭祭文』の「大土公神祭文」　（古眞立）に，
「三郎の王子は金神と名附て　西方庚辛の國をゆづ
り玉ふ」とあり，五郎の姫宮の御子として「月のこ
んじん．日のこんじん．ときのこんじん」とある．
381頁，385頁．また，中設楽の「大土公神祭文」に
「姫宮なを不足なりやとの玉えば安きことにて候と
て」とあり，次いで「滅門日八風きり五む月十死定
業金神七せつ其日のくま玉神までつくりいだして　
五郎の姫宮に奉る」とある．390頁，三一書房 1972
年11月．
日本庶民文化史料集成第一巻，神楽・舞楽，壬生井上
家蔵江戸末期芸北神楽言語唱歌集所収の「五竜王」
に「黄竜王のめのとは金神の守護とあらはれたま
へ」とある．285頁，三一書房 1974年９月．
斉藤喜英，梅野光興編集『いざなぎ流祭文帳』に「金
神方位の神察文」があり，この祭文が家祈祷の時な
どに読まれている．135～138頁，高知県立歴史民俗
資料館，1998年３月．
〈注46〉西田長男著『神社の歴史的研究』「祇園牛頭天王縁起
の成立」269頁，塙書房 1966年９月．
〈注47〉東洋文庫347　村上重良校注『大本神論 天の巻』第
一，第二輯．平凡社1979年１月．
